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序 文

新しい年号で始まった平成元年は、秋田城跡の発掛調査と保存事

業に取って、これまでにない大きな成果がありました。

その一つは、第54次調査で外郭の門としては初めて点門跡が発見

され、城郭の構造や城内外への交通路の問題を考える上で此m:な資

料となったことです。

二つめは、向調査区内で発見された漆紙文占です。文アは 5行、

17文'{_:ですが、その内容は古代の住民台帳とも 言うべき「大帳案J

と呼ばれるもので、発掘調査では全国で初めて出土したi'(i!1:なもの

です。

三つめは、史跡公園造りの初年度として環境整備事業に居手し、

鵜ノ木地区の古代の池を復元したことで、これから市民の野外学習、

あるいは憩いの広場として活用されるものと期待しております。

今後の課題としてまだ未知の点、数多く残されていますが、各方

面の)J々 からご指導をいただきながら、調査研究に取りくみ、より

良い史跡造りをめざし努力してまいりたいと考えております。

最後になりましたが、この調査に当たりご指導くださいました文

化庁、'p;城県教育委員会、多賀城跡調査研究所、秋出県教育委員会、

それに環境整備の指導委員の皆様に対し，心から感謝申し上げます。

平成2年 3月31日

秋田市教育委員会

教育長長 門仲
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例言

0本報告書の執筆、編集は小松、 日野、西谷があたった。

また遺物実証{II、図面トレースは日野、西谷、松下があたり 、補助員の石媛信子、斎藤尚子、それ

に同志社大学学生伊藤武士の協力を得た。写真は遺構が日野、西谷、遺物は西谷があたった。

0漆紙文書の解読は、国立歴史民俗博物館、秋田県埋蔵文化財センター、また墨書土紫の解読には

宮城県東北歴史資料館、同多賀城跡調査研究所、それに東北大学助教授今泉隆雄氏の指導、協力を

得た、記して感謝 したし、。

なお、 「大帳案J様漆紙文立?については、国立歴史民俗博物館助教授平川南氏から特別寄稿をい

ただいた。

0発掘調査では、上記の他に下記の諸氏及び関係各機関から指導、助言をいただいた、記して感謝

したL、。 (順不同)

新野直吉、岡閏茂弘、渡辺定夫、桑原滋郎、宮本長二郎、牛川善幸、古川雅清、丹羽茂、狩野久、

松村恵旬、文化庁記念物謀、秋回県教育委員会。

凡例

。遺物

1. 土器断面を黒色に塗りつぶしたのが須恵器である。

2.土器の性絡の相違は下記のスクリ-:，1トーンで表現した。

黒色処理

漆容器

議題襲転用硯

また、調整技法、切り離 し等の表記は下記の如くである。

ケズリ=回転ケズリ。回転以外はその都度別記。

ょす;=回転へラ切り ・回転糸切り。回転以外はその都度別記。

3.遺物実測図、写真の縮尺は 1/3である。

。遺機

1.遺構断面図については、まだ調査途中であるため、地山飛砂層が露出した部分についてのみ

スクリーントーンを使用した。それ以外の最下層については、遺物包含層であり、来年度継続調査

を実施する。
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I 調査の計画

平成元年度の発掘調査は、第54次調査を実施した。

発掘調査事業費は、総事業費 (本体額)1，4∞万円のうち、国廊補助額7∞万円 (50%)、県費補

助額350万円 (25%)、市費負担金35ο万円 (25%)である。

調査計画は、 下記炎 Iの如く立案した。

表 1 発掘調査計画

調査次数 調 査 地 区 |発掘面積m'(呼) I調査実施期間

第 54 次 |鵜ノ木地l天北西部

jl・

l，500m' (453) 

1 ，500m' (453) 

4月-11月

部54次発銅湖fEは、~~辺外郭線のほほ・中央部であることから外郭東門の検/11 を U的に実施した。

調査の結果、*1"1、外邦築地、布掘り (材木塀)、掘立柱建物跡、聾穴住町跡それに築地によ って

極き止められてできた緑地等多数の遺構、 それに数点の漆紙文ll}も検出された。遺機の多くは、覆

土もj亨く 、ま たff(復も激しいため検出作業が極めて困難であった。中でも築地によって履き止めら

れてできた出地からは、多祉の木製品と共に200点を越える木簡が検出され、貴重な資料を得るこ

とができたが、 ・}jでは遺物包含層が地表から4-5mと深い上、前述の多量の遺物取り上げ作業

に時間を費やし、調Jiに大幅な遅れが生じた。 しかも木簡の出土する泥炭府の下肘には、崩綾瓦層

を合む遺物包合肘がj享〈雄都 し、まだかなりの調査期聞が必要と考えられた。

そこで、11.Hに文化庁記念物課埋蔵担当調査官に現地指導を仰いだ結果、次年度も引き続き同地

の調査を継続することが望ましいという結論に達した。また泥炭層以下の遺物は、次年度、下層遺

総鮮を調査後に同ffli1r.!J:で述べることとした。

平成元年度の発掘調査実脇状況は下記表IIの如くである。

調査次数

節 54 次

査

表2 発掘調査実施状況

地 区 |発掘面舵附(坪) I附査実施期間

1l，273m'吋勺(ω3犯揃8邸6)Iい4))川川1日川l日lト湖凶

1， 273m' (386) 

調査途中ではあ ったが、~ミ門を始め主な遺構と漆紙文書等貴重な資料が検出されたため、 10月に

現地説明会を開催したところ、200人を越える参加者を得た。



II 第54次発掘調査

1 ) 調査経過

第54次調査は寺内下大畑、鵜ノ木地区を対象に平成元年4月11日から12月18日にかけて実施した。

調査面肢は1，273m' (約386坪)である。

調査地は*7'H1S推定線と政庁東門の中軸線の東への延長線の交叉する地点を中心とする地域で、

不明であった外郭点門を検出することを調査目的とした。調査地の現況は元雨情A<小学校グラウソ

ドで、*の鵜ノ木地区より約6mif.:i¥'、平坦地となっている。

調査はグラウソド造成の際の備士、盤地土の除去から開始していった (4)JI311-..5月1411)。

グラウ γ ド造成はIItl和15年に行われているが、j事さは調査区南東部で深さがj1.6m、北 ・阿部では

約0.4mである。 グラウンド造成土下肝はj享さ30cm--40cmの旧耕作上で、1有点)j向に低くなる段々

畑の形状を践していた。このことから、グラウンドは南東方向に低くなる地形を平.1"(:1.に型軽地したも

のであることが判明した。南側の第10次調査では現況の耕作土直下で外郭築地杭ヒを検11¥しており、

本調査地雨邸から第10次i調査地のH:l1で地形が沢状に落ちこんでいたものとJfえられた。

旧耕作上を除去した段階で市丙部、 北京都の一部で遺物包合肘、新 H'1が認められるものの、 ~t

グラウン

川|ヌl 第54次謝1t周辺地形凶 ヒ=

2 -



部、南東部を中心に全体に貰褐色砂となり、

この面でSD 993---996絡を検出した (5月

15日)。

土問観察用の畔の断面図、写真撮影終了

後SD993---996絡の埋土を掘り上げ、絡の

全体写真 (5月30日)、平面実測を実施し

た (6月 1日)。

構の掘り上げは秋悶市制]00周年記念事

業 「緑のまちあゆみ展」の発掘体験教室の

参加者によって行われ、思土からは須恵様、

土師器、赤褐色土器などが出土した (5月

27、28白)。

南東部を中心に認められた賀褐色砂は当

初地山の飛砂と考えられていたが、精査の

結果、下問に炭化物を含む造物包合宿が入

りこんでいくことが確認されたため、除去
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二二二:葉，
していった (6月2日---14日)。貰褐色砂 一一 泊 吋

はグラウンド造成土と同じ堆積状況を示し、南東部で最も厚く 、1.8mを計り 、北西方向に次第に

簿くなっている。層内からは赤褐色土器片、須恵罷片、鉄鍋などが出土した (6月10日)。

賀褐色砂下回は褐色砂、暗褐色砂となるが、この層は北部には認められず、北部の賞褐色砂は地

山飛砂層と判明 した。北東部ではこの飛砂層上に粘土堆積層を検出しているが外郭築地の崩製土と

考えられた (6月15日)。

潟色砂、暗褐色砂、粕質土、炭化物を含む包含府と、調査区は貰褐色砂を除去した段階で地区毎

に按雑な状況となってきたが、これらを府序順に整理した結果、上層から褐色砂、暗褐色砂、炭化

物を含む包含層(焼土 ・炭化物層)、崩嬢土と考えられる粘質土であることが判明し、 上層の褐色

砂から除去していった。

北東部の粘質土の堆較する地域では炭化物 ・焼土問の堆積が認められず、飛砂層、粘質土聞にて、

方形の落ち込みが7ケ所で確認され、精査の結果、S1 1002竪穴住居跡を検出した (6月21日)。

焼土 ・炭化物層の堆積する西部、中央から南部にかけて、同層面を精査したと ころ、貰褐色砂の

円形の掘り方状の落ち込みを検出、東西2問、南北3聞のSB 1001掘立柱建物跡と判明した。掘り

方を断ち割りした結果、貰褐色砂を媛土とするものは妓き取り穴で、柱掘 り方はさらに規模も深さ

も大きいものであった (23日)。

南東部の貰褐色砂下層は、焼土 ・炭化物屈となり 、東西、南北約15mの範囲で窪地状になってお

- 3ー



り、この紐地が後 11、SG 1031湿地と判

明した。

S G 1031極地上の焼上 ・炭化物層の一

部除去、SB1∞l建物跡の柱掘り方断ち

割り、精査を実施していった (6月泊目)。

S B1∞1建物跡の遺燐写真織影、平面

図作成(6月30日)と平行して、SI 

1002付近の駿穴住民跡の精査、追求を行

L、、SI 1002、100<1 (7月 1日)、1005

(4 n)を検出、掘 り下げていった。S

B 1001組物跡北側では直径30cm~50cm

のI(j形ピ ットデ11(4 11)、SK1024土器

構 (5口)を検出した。

焼土 . ~化物府面で検出した遺精の全

景写真機影を突1*(7FI)、終了後、全体

的に同府を除去していった。 焼土 ・炭化

物附は赤褐色土2告を多駐に含む層で、灰
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紬陶器片も出上した。この前を除去した段階でS1 1∞6、1007、1∞9を確認した(llR)oSll∞9

は丙半分を明確にする必漢があるため、調査区南西部を砿張したところ S11008を検出した (12日)。

S I 1∞9埋上を梢査中、 SK1026を確認、 土繍埋土内にはト数点の完形の赤補色上慌が認められ

た。また、SB 1001建物跡の南側で、これと重複 し、新しい、小ぶりな制立柱建物跡SB999、北

側でSK 1025土繍を検出した(13日)。

S B 1001建物跡の周辺を継続して精査したところ、S[ 1010竪穴住居跡のプラソを検出、埋土を

挫物の柱制り )1が切っており 、建物北側で検出したピ ット列は、建物の樹、点、 同でも認められ、

建物の成と判断 した (15fl)0 SG1031の在地は、 卜レソチ湖在では焼土 ・炭化物附下は、褐色砂、

時褐色砂、灰~色砂、 陪(資) 褐色砂、賞褐色砂、灰黒 (掲)色粘土の)阪で同位部か ら低位部に流

れ込んだ状況で土佐航 しているのが観察された(17日)。

S G 1031の全体と、外郭遺機を明確にするため、南東地区を東側に肱張し、築地lul峻土と考えら

れる紡土肘を検出、精査を実施した (26日)。 粕土層は東に急激に傾斜しており 、 七而にて黄褐色

砂を埋土とする、市北万向の滞状遺構を検出した (31日)。滞状遺構は*丙にIUI凸のある状況で、

部分的に柱痕状の灰白色土の椛績があり 、築地崩峻後の材木塀(柱ダ11塀)の布掘 り総SA997Aと

判断された (8JJ2A)。

S ̂997A布鋸 り構の平面図、写真鍛影の終了後、崩襲土状の紡七隔の除去作業を行ない、下層
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の遺機を追求していった。崩峻土は外郭外になる東側から掘り下げ、西側は SG1031埋土との関係

を考慮しながら掘り下げていった。崩稜土を除去した段階でS01028絡を、また、 m土の基底部で

は約3mの間隔で寄柱を検出した (8日)。

調査区北東部の結上回も一連の崩猿土の可能性が強まったため、布銅りf湾、築地割土を明確にす

る必要があり精査に入った(18日)。

精査の結果、直径約1.5mと約3mの円形の掘り方状落ち込みが重複しているのが確認され、 S

A997Aと連続するとy;えられる黄褐色砂を煙土とする耳障を検出した (24n)。

掘り万状落ち込みと榔の全体を明確にするため、北東に調査区を砿強、並行して検出したS1 1013 

の制査を行なった (29円)。

鉱般の結*、}i:[j.'!i2 n月、南北 1mJ分のSB998A • B掘立柱建物跡を検ttl、SA998A布制り稀が

It4・梁の'1'うたの純に取り付く こと、掘り方の規模などから、この建物跡が外!i1l点門である可能性が考

えられた。進行して，Ll'b_+正していた住居跡は新たに S1 1014~ 1017を検出した。また、 SB998A・

8付近から州に{fl'びるS01030を検出、東門から政庁へ至る道路の南側桝ともJ5・えられた。住居跡

群がSG 1031の北、西部の高位緩斜面を中心に造営されていることが確認されたため、さらに住居

跡の卓抜が~えられることから、精査を実施したところ 、 S 1 1010の南凶、調査区西控直下、地表

下1.3mの位置で附褐色砂内から二ツ折りになった漆紙文書(大帳案様文舟)を検出した (31日)。

住届跡鮮の追求を引き続き実施し、 S1 1018~1021を調査区北西潟で検出した(9月5A)。

h周査区中央、 SG 1031何では傾斜面に沿って赤褐色粘土の堆mを従必。 ド陪には、炭化物、焼土

層が4められた。粕 t前面にて直径約6mの円形の議ち込み SK 1027を擁必した(13日)oSK1027

は以前からド凪の褐色砂を除去した段階で不鮮明ながら土層の精進が認められていたものである。

住居跡鮮の制査と並行して SG 1031内の灰黒 (褐)色粘土まで、流入した砂防を府序毎に除去し

ていった (18日)。灰.'n(褐)色粘土はトレンチ調査によると下回にスクモ権償陪が認められ、木

製品が一部出上していた。

調査区内の検UI;I虚構の状況がまとま って きた段階で、多賀城跡調査研究所の現地指JJ.を仰ぎ (19

日)、 Ss998A • sについては、調査区北側の道路外に鉱張区を設定することとし、挫物の全体

の規棋を追求してい った (25日)。鉱張区の精査の結果、道路北側でも制り )Jを縦認、ょrr西2mJ 

(2.7 m -t 2.7 m)、市北31m(2.7m+3m+2.7m)の掘立柱の八脚門である ことが明確になった

(27日)。

精査の終 fした遺憾から写真保影、平面実測を実施し、並行して SG 1031内に地積した灰黒(褐)

色紡上を除去していった。調査区中央南部ではSG 1031のプラソを精査中、下層賞褐色砂面にて、

S 11022、1023竪穴住届跡を検出した (10月2日)。

S GI031は、スクその権額する湿地と判明したが、ス クモ上にある灰m<褐)色新土は粕性の強

いもので、担地を平担に整地している土層と考えられ、布掘り溝SA997A掘り込み而直下の紡土

- 7ー



府の下に位置するむのであることと、下層にも厚い崩漢土状の粕土層のあることが係認された。灰

黒(褐)色粘土師からは須JE器亦、木皿、板状木製品が出土した (3日)。

灰黒 (褐)色紡土を除去し、スクモ層をあらわず作業を実施していったがスクモ凪は按維に砂層、

粕土層と互層状に権駁していた。SG 1031スクモ層を中心に鋤、鍬の木部、幽物、絵馬などの多様

な木製品とともに木簡が出土しはじめた (4日-17日)。

調査の途中であったが、全体的に遺構が明確になったため、 10}J14日には現地視明会を開催し、

参加者は220名であった。

S K 1027は赤褐色粘土府面で確認した段階で精査に入っていなかったが、掘り下げを実施したと

ころ方形の井側状の痕跡が認められ井戸跡の可能性が生じてきた。 しかし、底面まで調査した結果、

井戸掘削のために掘り込まれた万形の土療と考え られた。なお、SKI027の確認された赤補色粘土

からは三点nの漆紙文3が出上した(17日-20日)。

S G 1031湿地のスクモ掘り下げは、これと並行して実施した。木筒、木製品などの遺物が引き続

き出土し、出七地点、レベルを測定し、写真録影後、取 り上げていった。スクモは詳細に観祭する

と、加工材の木師、籾伎などを含む人工的な廃棄物が多く、自然に形成されたものではないことが

判明した。木簡には 「延桝十年」 、 「同十三年Jの紀年銘のあるものが出上した (-10月30日)。

最深部で約 1mの厚さのあるスクモ堆積の掘り下げと並行して、 SG 1031湿地の上層断面図作成

と写真織影を行い(10月31日-11月15日)、終了後、土陪観祭周の畔を除去していった (24日)。

スクモ推般の下回は灰白色砂層となるが、この層の上面までで、現地点から約6mの深さとなり、

さらに下闘にまだ瓦片や加工材などが認められた。湧水もあり、危険なことから、来年度、本年度

調査地の耐側も含め、再度調査を実施することとした。

本年度、確認した木簡の検出教は203点を数えた。

11月21円、航空写真、 25日-27日、全体写真、遺構写真綴彩、27A-12月5Aまでに最終的な平

面実測と調査r><:1郁告の上肘断面図作成、写真綴影を実施した。

12月6Rには機材の撤去、 18円には電機による埋め戻しの手配しと保安フ zンス補修を行い、本

年度の調査を全て終 fした。なお、木筒、漆紙文書については目下、一部を除いて解説の途中であ

り、本線作内から制愛し、来年度報告の予定である。

2) 検出遺構と出土遺構

遺備はその検出而と抵被関係から大きく 4時期に区分される。上回から順序に、

(A.黄褐色砂層面遇制摩〕

(8.焼土・炭化物層面遭湖町〕

(c.灰黒(縄)色粘土整地上層遺様〕

(0.灰黒(褐)色粘土盤地下層遺機〕

以上の4時期であるが、竪穴住居跡はその重複関係から、さらに小期に細分可能である。

- 8-
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S 8999建物跡第 3図(A.黄褐色砂層面遺精〕

S 8999建物跡 (第 3図、図版 5)

焼土、炭化物を除去した段階で検出された梁行2問、桁行 3聞の南北棟掘立柱建物跡である。本

来の掘り込み面は、S81001の掘り方を切っていることから、さらに上層の糞褐色砂と考えられる。

規模は、北梁行が北から2.7m+2.9m、東桁行が北から2.3m+2.35m +2.2mである。建物の方向

は、桁行が北で約 5度北に偏する。掘り方は、平面形がし、ずれも40cm前後の円形、深さが確認面

から30cm~50cmを計る。 掘り方内埋土は、 貰褐色砂が主体をなすことから 、 調査区の東半部を整

地している賞褐色砂面から掘り込まれていたものと考え られる。

建物跡、竪穴住居跡群の中で最も新しい遺;併である。

遺物は、掘り方内から赤褐色土器、須恵器片が出土している。

S 0993溝跡 (第2図、図版 3、表 3)

南北方向に伸びる幅40cm~60cm、 深き約40cmの稀である。 調査基準線に対し約 5 度北で東に偏

する。SD999建物跡と方位が一致し、同時期と考えられる。

S 0994~996溝跡 (第 2 図 、 図版 3 、 表 3)

いずれも SD993と交叉する東西方向の務であるが、東側で消失している。東で南に約2度から10

度偏している。幅、深さともに SD993と同規模で、切り合いが判然としないことから同時期の可

9 -

能性が考えられた。
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表 3 S 0993~996i1湾出土遺物(第 4 図 、 図版23)

l'b 種 類 出土居位 切り離し 調 整 i総
赤褐色土器-杯 S D993埋土 糸切り

2 刀 子 11 

3 鉄 鍍 11 雁又

4 赤褐色土骨量杯 S 0994埋土 糸切り 盤魯 「文J
5 11 11 11 

(8. 焼土、炭化物層面遺精〕

S A997 A布掘り溝 (第2・8図、図版3・4) 

考

外郭築地崩峻後の材木塀 (柱列塀)の布掘り絡で、後述の SA997Bとほぼ同位置で重絞し、こ

れより新しいものである。北で東に約15度振れる方位をとり 、SB998A外郭東門の南梁間の中央

の柱に取りついている。

掘り方は深さ約1.5m、幅が上面で約2m、底面で約40cmのV字状で、全体に賞褐色砂を埋土の

主体とする抜き取りがある。

底面から約80cm上位付近まで材(柱)の痕跡と考えられる幅20cmの立ち上りがあり 、この部分

で本来の構埋土である赤褐色粘質土が認められる。

本務の上面と築地基底部との聞は比高差が約 2mあり 、その聞に10層以上の粘土 ・砂層の堆積が

観察される。抜き取りは、前述の糞褐色砂層面から掘り込まれている。

S 8998A建物跡(外郭東門跡) (第 5図、図版 6・7・8)

東西 2問、南北 3聞の掘立柱の八脚門である。南から三列目の掘り方は道路の下に位置しており 、

調査できなかったが桁行の柱聞の全長が8.4mであり 、確認できる南のー聞が2.7mであることから、

中の聞を 3m、北の一聞を2.7mと推定した。

建物方位は北で東に約10度振れている。掘り方は直径約1.5mの円形で、深さは約1.2m、思土は

褐色砂を主体としている。柱痕跡は直径約30m~40mの円形でほぼ底面付近まで垂直に落ちている。

南梁聞の中央の柱に外郭の布掘り溝SA997Aが取りついており 、この中央の柱と南二列自の中央

の柱を結ぶ状態で幅30cm、深さ50cmの溝を検出しており 、この間を遮蔽する施設が考えられる。

- 10-
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スサ入り焼土な鋸り方寝土からは回転糸切り無調整の赤褐色土器、瓦、須恵器事事の破片、鉄棒、

どが出土している。

S B 1001建物跡 (第6・7図、図版10・11、表4) 

褐色砂(炭化物多量混入)面で検出された、梁間 2問、桁行3聞の身舎に四面の土庇が付く南北

機の掘立柱建物跡である。規棋は、いずれも篠き取り穴が認められることから柱痕跡が不明である
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が、掘り方の心心で計測すると、身舎の北梁行が西から2.7m+3.1m、*桁行が北から2.9m+2.8

m+2.9mてeある。同じく庇部分は、北繁行が西から2.2m+3.1m+2.9m+2.8m、東桁行が北か

ら2.5m+2.65m +2.85m +3.1m +2.8mである。建物万向は、北で17度点に偏する。掘り方平扇

形は、身舎が、怪1.4m.......1.6mの円形、庇が5Ocm.......7Ocm前後のやや小形の円形を呈する。掘り方

煙土は、深さ 1m.......1.5mの炭化物、黄色粘土プロ ックの混入するよ ごれた褐色砂である。また柱

痕跡と考えられる$分は、民褐色砂が充唄されており、いずれも敏き取られたことが判明した。庇
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表4 S 81∞1建物跡掘り方出土遺物(第7図、図版23)

~ 極 類 出土層位 切り離し 調 整 備 考

1 須 思 器 杯 掘り方法土 ヘラ切り

2 赤褐色土器苦皿 敏き取り埋土 糸切り

3 u 掘りノi.l!l!土 1/ 

4 赤褐色土器亦 絞き取り哩土 1/ 

5 1/ 1/ 1/ 

6 1/ 掘り方座上 1/ 

7 // 11 11 

8 1/ 11 11 

9 // // // 墨書 「月ヵ月ヵ内ヵJ

10 赤褐色土器小形聾 掘り万埋上 11 

11 赤褐色土紫tF // 墨書 r門」

12 1/ 11 墨書判読不能

13 // 紘き取り思土 糸切り 盛魯 fロ」ヵ

14 灰 糊 陶 骨号 捕り万 I盟上 底部外商削り 内面に施糊

15 上 錘 11 

16 1/ 11 

17 砥 石 // 凝灰岩

18 鉄 S接 1/ 

19 鉄 釘 1/ 

20 H // 

掘り万は、 深さ80cm~ 1 mである。

S 1 1108、1010竪穴住居跡と電波するが本建物が新しい。

S K 1024土器溜め (第30図、表23)

調査区西壁中失付近で検出した直径約70cm、深さ約10cmの浅い掘り込みを伴う土務溜めで、焼

・上 ・炭化物上の賞褐色粘土面で確認された。

遺物はS81∞1建物跡の北庇掘り万そ覆う状態で赤褐色上器 (回転糸切り、無調整)亦、皿が10

点ほどまとまって出土した。

cc.灰黒 (褐)色粘土整地上層遺構〕

本i虚構面は、焼土 ・炭化物耐を除去した段階で確認され、SG 1031湿地の整地層、灰県(褐)色

粕七上に位置づけられるものである。

S A997B布掘り溝 (第2・8図、図版3・4) 

外郭築地崩療後の材木場(住列塀)の布掘り務である。 SA997Aとほぼ同位置で垂直し、 これ

より市L、。調査区南東では、 SA997Aより東に約80cmズレており、深さも約40αnほど深くな っ

ている。 掘り込み底面から築地基底部までの比高差は約0.7m、一部築地積土を切っている。

S A997Aと同様に、 この時期の外拘束門S89988の南梁間の中央の柱に取りついている。

掘り }jは現況で幅約 1m、探さ約80cmのU字状で、埋上は赤褐色粘土を主体としている。敏き

取り状の掘り込みが認められ、 SA997Aのような明確な材 (柱)の痕跡は観察きれなかった。

-15-
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S 89988建物跡(外郭東門跡) (第5図、図版6・7・8)

S B998Aとほぼ同一で重複 し、これより古い東西2閥、南北 3間の掘立柱の八脚門である。

柱位置は SB998Aによって綾されており不明であるが、掘り方心心をとると、梁間全長で6m、

桁行全長9.6mとなり、全体に SB998Aより 、規模も大きいものと考えられる。

建物方位も南梁間で束で約15度南に振れており 、SB998Aより振れが大きい。

掘り方は直径約3m、深さ約1.7mと規模の大きいもので、掘り込み上端では連続した状況となっ

ている。埋土は赤褐色砂質土を主体にしており 、底面には闘い粘土問が認め られる。 抜き取り状の

掘り込みが伴い、埋土、抜き取りともに炭化物、焼土が混入している。断面観察の結果、粘土を主

体とするも う一時期古い掘り方埋土状の土居が認められる。

1笠土からは赤褐色土器小片、須恵紫小片、鉄棒が出土している0

.竪穴住居跡

S 11002竪穴住居跡 (第9図、図版12・19、表 5)

褐色砂から掘り込まれ、S11005より新しし、。平面形は東西に長い長方形で、規模は長軸が6m、

短軸が3.2mである。長軸方向は、東で約10度南に偏している。カマドは東壁北寄りに構築されて

いるが構築土の粘土に竪さがなく 、また焼面も不安定で、煙道も認められなし、。床面には、細かい

炭化物が一面に認められるが、火災とは考えられない。壁材、柱掘り方等は認められない。住居壁

はほぼ垂直に立上り 、高い部分で70cmを計る。

表5 S r 1002竪穴住居跡出土遺物 (第10図、図版24)

No. 種 類 出土層位 切り離し 調 整 備 考

須 恵 器 界 埋 土 糸切り

2 11 カマ ド内 へラ切り 墨書 「火J
3 須恵器長顕瓶 壊 土 頭部に凸帯

4 赤 褐色 土器界 カマ ド内 糸切り

5 11 カマド袖南床 M 最{!}i宍Jヵ
6 11 埋 土 11 

7 11 1/ " 
8 " " 

11 量出判読不能

9 " 11 H 量書「厨」ヵ

10 土師 器台付亦 1/ " 民話原宮J29n
11 赤褐色土器杯 11 1/ 

12 土 師 器 椀 " 不 明 民話照宮孟Jll¥ 墨書判読不能

13 赤褐色土器 11 " 1/ 

14 赤褐色土器聾 1/ 糸切り

15 鉄 鎌 カマ ド内

16 1/ 埋 土
17 1/ カマ ド内 1 

S 11003竪穴住居跡 (第11図、図版12、表6) 

褐色砂、暗褐色砂から掘り込まれ、S11007、1013より新しし、。平面形は約3.2mの不整円形で、

カマドは認められないことから住居を目的としたものかどうか不明である。壁の立上りはやや斜め

- 17ー
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A-

で、同さは35cmを計る。床

面は砂であるが、北東部に下

府竪穴住居跡のカマドと思わ

れた。柱掘り方は認められな

れる焼商をもっ粘土が認めら

S 11∞4竪穴住居跡 (第12図、

図版13、表7)

後世の削平のため包合同が

し、。

ー
∞

∞ 
ほとんど認められず、地山砂

A-

府から掘り込まれている。平

商形はほぼ方形で、長軸が3.

4m、短軸が約3.1mである。

I : 60 長軸方向は、東で約5度南に

偏している。カマドは、東l有

¥てミー=ζこ乙二Lノ

S 1 l OO3~穴住肘跡

SD993 

第IlL)(j

∞ 

、

@ 

':' S 
F四品、

~ 

S I1∞4 

。
J8 

A-

-A' 45.20m 

ト一一---..-一一ーベごと 一一J ス__r
A-

I : 60 

S llOO41!i火0;)，1;'跡
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b
l
E
S
・
2

-A' 

S 11007 

S 11012 

S 11006 

A 

A-

∞ 
43.40m -A' 

A-

S 1 1006・1007・1012竪穴住居跡

44.50m -C' 

第13図

-

ハし

.υl 

コーナ一部に砂を多く含んだ粘質土で構築され、東向きと考えられるが、遺存状況はきわめて不良

で構造等は不明である。壁の立上りは、ほぼ垂直で高さは約20cmを計る。

S I 1005竪穴住居跡 (第9図、図版13、表8)

S 11002と重複し、それより古い。平面形は東西に長い長方形で、規模は長軸が約4.4m、短軸

が3.6mである。長軸方向は、東で約10度南に偏している。カマドは検出されなかったが、東壁南

寄り付近に炭化物が多く認められることから削平されたものと考えられる。住居壁は立上りが斜め

- 21ー
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炎 6 S 1 1003竪穴住居跡出土遺物(第14図、図版25)

極 傾|出土陪位|切り離 し| 調 整

石 総|埋土|

赤褐色と器杯|床 面 1:糸切り
砥 石I 11 

災7 S 11∞4竪穴住居跡出土遺物(第14図、図版25)

考

tb 種 鼠 出土陪位 切り離し 調 整 備 考

4 須 ，I!J ν‘ .~・ 事不 埋 土 へフ切り 墨書 f回人Jヵ

5 赤褐色上器保 床 面 糸切り 内面に漆膜
6 1/ カマ ド内 1/ 内外面に炭化物付着
7 1/ だE 土 8 

8 1/ カマ ド内 1/ 

9 1/ t型 土 品S判読不能
10 1/ 1/ 糸切り 1/ 

11 赤褐色上~~聾 床 面 内タ1トlhfU1 17812 T4F 訟 1ft 

12 鉄 鍬 埋 土

A(8 S 1 ]005竪穴住居跡出土遺物(那14図、図版25)

縄 矧 | 什11:A'1位|切り離し|調 整
須必然保i外! ・I _ 1...... ・

i
 
・1・l
'huv
 

35・

側 Jf
t!Vf判読不能

A(10 S 1 1∞7竪穴住居跡出土遺物 (第14図、図版25)

極 釦 |出上限位 |切り離し | 調 整

須，I[! 器益It盟 土|

赤褐色上捺亦 I:カマド内 1:糸切り

で日さは約30cmを3十る。住掘り方などは認められなL、。

S 1 1006竪穴住居跡 (節目肉、図版14、表9)

S 1 1012と抵躍し、それより新しい。平面形は南北にやや長い万形である。規模は良軸が3.2m、

短軸が2.9mである。カマドは東南コーナ一部に構築され南向きであるが、わずかに炭化物、焼土

が残るのみで悦治等は不明である。住居壁は、ほぼ垂臨で高さは約30cmを計る。柱掘り万等は認

められなし、。

S 11007竪穴住居跡 (抑13図、図版14・19、表10)

S 1 1012と1立腹し、それより新しし、。平面形は街北に長い長力・形で、規模』よ艮軸が3.2m、短軸

が2.1mである。長軸万向はほぼ南北をさす。カマドは北壁丙寄りに僻築されている。煙道部は、

監外にほぼ水平に50cm胞のひ・る。袖部は、砂混じりの粘土であるが遺存状況はあまり良くない。

燃焼部には赤褐色土掠亦形土器を逆に設置し支脚としている。またカマド北側には赤鰯色土器ーが数

個出上している。住居盟はほぼ垂直で、高さは約印仰を計る。

S 11∞8竪穴住居跡 {節目図、図版14)

焼土、炭化物陪を除去して確認された。埋土は灰褐色砂である。S11∞1は本住居跡の纏土を切っ

て機築されている。平面形は方形と考えられるが西学部は調査区外である。規模は南北が3.7mを

- 23ー
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計り、*壁の方位はほぼ北をさす。カマド

A ~~Hま倹出されていない。 床面は堅さがなく

不明確で壁の立上りは高さ30cm:程のほぼ

垂直である。柱掘り方等は認められなし、。

S川∞9竪穴住居跡 (第16図、図版15、表11)
A 
句、調査区の西南コーナー郊で検出された。

S 1 1∞8同様、焼土、炭化物帰を除去して

確認されたが、寝土は焼上、炭化物が主体

をなす。平面形は方形と考えられるが南半

は調査区外にのびる。規模は北壁が5.4m

を~I- り 、 その方位は東で13度南に偏してい

る。!立高は遺存状況が態〈 、わずか数セン

ー
∞チである。床面は炭化物がかなり多く認め

-A' 

¥「ー才
られるが、火災住居とは認められない。柱

掘り }j等は認められない。

S 1 1008喉穴0:/，';-跡出151;;<1

A 

CD 
S [1∞9 A-

⑧ 。g 
α2 

∞1 

-A' Aー』

A
H
 

府

h
u》• .

 
:.
1
 

1
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)<11 S 11∞9竪穴住居跡出土遺物 (第17岡、図版26)

No. 極 傾 出土居位 切り離 し 調 整 備 考

1 赤褐色上i!:ttf t笠 土 糸切り
2 11 11 11 

3 11 11 盛山判読不能
4 11 11 11 

5 1/ 1/ 1/ 

S 11010竪穴住居跡 (抑18図、図版15・20、表12)

焼上、炭化物府を除去した此褐色砂面で確認された。埋土は赤褐色粘'土粒を合む補色砂である。

S r 1011より新しく、 Ss 1∞1より占い。平面形は東南にやや長い万形で、規模は長軸が3.5m、

南北が約3mである。長軸万向は、東で10度南に偏している。 カマドは、遺存状況はあまり良くな

いが束喧の北寄りに砂混じりの紡上で僧築され、燃焼部に赤褐色上総が支脚として投位されている。

煙道部は約50cm鹿噌外にのひ・る。床面から、赤褐色土器界、聾が出土している。壁は、ほぼ垂直

で20cm程遺存する。 柱掛り万1;は検出されていない。

J<12 S 1 1010竪穴住居跡出土遺物 (第19図、図版26)

No. 将 獄 出上府位 切り離 し 調 整 術} J雪

須 ~IJ! 器 5ド 埋 土 へフ切り 地.IFr秋」
2 H 11 11 地.I.r-r火l
3 11 1/ H よ~.'f r六」
4 赤褐色上保亦 カ てr ド 糸切り

5 1/ 1/ 11 母....r.r厨 j

6 1/ 1/ 1/ 

7 1/ 埋 土 11 自主1.l r~11説不能

8 上 向U 官t 椀 カ ずr ド 不 明 出岱単II旦!l.

9 赤褐色上i!:t/l、j移聾 .Jill 土 11 
」

10 赤柑色 t常現 11 制，If判読不能

S I 1011竪穴住居跡 (節目図、図版15、表13)

S 1 1010・SB 1001と虚慌し、それより合L、。大部分は Sr 1010に切られており全容は不明であ

るが、東堕は約3mを計り、その方向はS11010とほぼ同じである。柱掘り万等は認められない。

J(13 S [ 1011竪穴住居跡出土遺物(第四図、図版26)

種 鮪 | 出土層位 |切り厳 し| 調 整 l 備 考

111赤褐色上器亦 |樫 土 |へラ切り '
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8 ( 3 -896) 
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ll( 3 -899) 

第19~

S I 1012竪穴住居跡 (第13図、図版14、表14)

9 ( 3 -897) 

12( 3 -900) 

造物

-ヂT

lOem 

1 -10 S 11010 
11 S 11011 
12 S 11012 

S 1 1006、1007と重複し、それらより 古し、。北辺の一部のみ検出されたに過ぎず全容は不明であ

る。柱掘り方等は認められない。

表14 S 1 1012竪穴住居跡出土遺物 (第四図、図版26)

国種 類|出土層位|切り離し| 調 整 | 
錘|床面 I

備 考

- 27-



S I 1013竪穴住居跡 (第20図、

干Af1- @ 電'"・
図版16・19、J(15)

S 11007より 点く、またS

11003の床面下で本住居のカ

マドが検出されている。平面

形はほぼ方形で、規模は南北

が3.7m・東西が約3.6mを計

(/ 
S 11007 

る。方向は東慢が、北で 2度
S 11013 

*に偏している。カマドは遺

存状況良好で、北陸の東寄り
¥l 一一_d

骨

に構築され、 砲から約30cm

程外に張 り出し、平面形がU . 
‘・・.・・.

字状を呈する。燃焼部には、

赤褐色土器小形賓が支脚に使 。 I : 60 2 • 

用されている。またお袖先端

ffiSには、赤褐色1:;fo~礎体部を S' 
/ 

強り付け摘'崩事fとしている。 S- 44 .50rn -S' 

床面は、比較的 しっか りして A、、

いるが、壁はわずかに遺存す

るのみである。北抵の東西に

にj、;-
ピッ トが認められるが、いず

れも浅く柱掘り万とは認めら f くゴーし
れない。

/ 

S 0 I : 30 !・

部201ヌ| S 1 10131犠火fi:)，I:'跡

表15 S 1 1013竪穴住居跡出土遺物 (第24図、図版27)

~ 種 鮪 出土問位 切り離 し 調 整 備 JJ 
1 須 思 協- 要不 床 商 へフ切り

2 須 m 指 鉢 埋 上 1/ 底部周縁削り 底部穿孔

3 須 思 '?:-.f 杯 11 1/ 品自 「代」ヵ

4 1/ 1/ 不 明 品抑判読不能

5 須 思 際 蓋 床 面 外面削り 外面賀緑色の白然粕

S 11014竪穴住居跡 (第21図、図版16・19)

S 11003、1007、1013と重複 し、それらより古い。埋上は褐色砂である。平煽形はほぼ方形をロ

- 28 



σ/  〉ー
し、規牒は南北が3.4m、東西が3.3

mである。方向は、東壁が北で約

14度東に偏している。カマドは北

壁、東寄りに構築されているが、

右袖部のみ遺存し、他は煙道を含

めた掘り方等が遺存するのみであ
S 11014 

る。なお右袖部には、赤褐色土器

饗の体部片が補強材として使用さ

主

E
C
E
l
〉
‘

れている。壁はわずかに10cm程

残存し、柱掘り方等は認められなL、。

S 11015竪穴住居跡 (第22図、図

-
〉
、

版17、表16)

《

u
a

・u':
i
 

-地山砂の賞褐色砂面で検出され

泊

l

E
O
N
-
s

S 1 1014竪穴住肘跡第21閃

新しし、。平面形は、東西に長く商が少しせばま っ

これよりS DI030と重複し、た。

た不整方形を呈する。規模は長軸が2.9m、短

軸が東壁てe約2.2m、西壁で約1.6mのかなり小

形である。長軸方向は東で21度南に偏している。

カマドは北西コーナ一部に北向きに設置され、

t¥ 平面形がU字状に構築されている。燃焼部やや

奥に赤褐色土器が2個逆さに重ねられ支脚とし、

さらにその後方には同聾形体部を立てかけ奥壁

∞ としている。床面は砂でやわらかく、北東コー

45.20m -A' A一ナ一部に45cmx55cmの栴円形の浅い土嫌があ

り貯蔵用として使用されたものと考えられる。

a
u
v
 

e
R
V
 ・

1
1
 

考

柱掘り方等は認められない。 抗詑!苅 S 1 10日恥¥:fHl}湖、l
表16 S 1 1015竪穴住居跡出土遺物(第24図、図版27)

種 類 | 出土師位 |切り離し| 調 整

赤褐色土器亦 1;カマド燃焼部 1;糸切り .

庁| 埋 土 '

師器獲 I;カマド

備

壁はやや斜めに立上り、約20cmO)j匂さを計る。

墨書判読不能

外面カキ目、内面ナデ土

これより新しい。平S 11017・SDI030と重複し、

- 29-

S 11016竪穴住居跡 (第23図、図版17、表16)

前者問機、地山砂の策褐色砂面で検出され、
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A- <1 1. OOm -A' 

jj:;jh::+ 一 )/h♂:;;:jj:竺~::::::::::::::::ガ.• 

O1:  

∞ 

15.10川 -C'

7 ヘル土、二

S 1 1016・IOlnわにli:1.';'跡お2::11χ|

而J杉は}J形で、規模は.!4ミ凶3.5m、南北2.5m以上て'南半は削平されi世作しない。方向は、*噌が北

F ， 備:=1 

で15度東に偏している。カマド、柱掘り方等は認められない。

表17 S 11016竪穴住居跡出土遺物 (那24図、

lぬ | 種 頬 | 出上回位 i切り離 し| 調

|10 I鉄 鎌 |堵土I I 
S 11017竪穴住居跡 (第23図、友18)

S 01030より新しL、。平面形はやや*阿に長い長方形で、規模は南北が2，1S r 1016より古く 、

m 、 *"Gが2 . 5m以上であるが同曜が判然としな L 、。 方向は 、 北~がほぼ東酋を指す。 カマドは北

f!:Ii阿寄りにU字状に構築され、煙江Hよ認められない。住居出は*で18cmを計る。柱掘り H"!Pは認

められなL、。

S 11018竪穴住居跡 (第27図)

調査l丘北西の笹色砂蘭で検出された。平面形は西半部が不明であるが方形と考えられる。腕棋は

*11，'1;が 3 mで 、 その方向は北で20J!!*に偏している。 カマドは~ミ噌」ヒ寄りに粘土で構築され、 煙道

はl並外に 1m程張り出している。柱掘り方等は認められなし、。
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S ) 1019竪穴住居跡 (第25図、図版18、表19)

S 11020と噴砲し、それより新しい。平面形は東西に長い長方形を皇し、規模は*西が4.9m、

南北が4mである。万向は長軸が北で10度東に偏している。カマドは検出されていなし、。住居壁は

北壁が深<6Ocmt.こ述する。柱掘り方等は認められない。

S 11020竪穴住居跡 (鰐25図、図版18、20、表20)

焼上、炭化物混じりの褐色砂面で検出された。 S11∞6、1019より古い。平面形は西壁がやや短
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表19 S 1 1019竪穴住居跡出土遺物 (第26図、図版28)

地 極 類 出土M位 切り離 し 調 整 備 考

須 思 器 界 埋 土 へラ切り

2 11 1/ 1/ 転用硯

3 1/ 1/ 1/ 墨書「鎖国ヵJ他一宇:

4 ~{ ，.!!器台付亦 1/ 1/ 

5 赤褐色土器亦 1/ 糸切り

6 鉄 釘 1/ 

7 鉄 鍛 1/ 

表20 S I 1020竪穴住居跡出土遺物 (那26園、図版28)

~ 極 類 出上M位 切り厳し 調 整 備 ~ 
8 須 m 器 ~ 嵯 上 へラ切り 墨，;!}'TJ読不能

9 1/ 1/ 不 明 底部全面予持ち削り 盤苫 「主」ヵ転用脱

10 須 恵 器 蓋 カ マ ド 1/ 外面削り

11 赤褐色土器小形壁 1/ 糸切り 体部下半削り

12 赤褐色土器亦 床 面 1/ 体調1ド端削り 盤'Jfr日間」

13 鉄 鍍埋 上

い万形で、規模は東壁3.9m、西控2.8m、北壁3.7m、i釘控3.7mである。方向は、東l賢治:北で23度

.!uに偏する。カマドは東壁南寄りに構築され、燃焼部よりやや手前に須恵器蓋が裏返しで床面に密

1fして出土している。 煙道部は特別に設けられていないが本体の約半分が壁外に聾り出している。

住居抵は深い部分で40cmもJ十る。住掘り方等は認められなし、。また東壁中央部で、本住居跡より

新しいSX 1034の土務溜が倹出されている。

S 11021竪穴住居跡 (第27図、図版18、表21)

焼上、炭化物混じりの褐色砂面で検出された。SB 1001、SKI024と盤観し、それより討し、。平

面形は万形と考えられるが、西学は調査区外である。規模は東唱が約3mで、方向は北で20度点に

偏している。カマド、柱掘り )j等は検出されていない。住居唾は20α百程遺存する。

表21 S 1 1021竪穴住居跡出土遺物(郡26図、図版28)

種 類 |出上腿位|切り離 し| 調 整 | 備 考
須忠器台付杯 |程 上 1;糸切り |

赤 褐色土器亦 I 1/ I 1/ I体部下端削り

S 11022竪穴住居跡 (第28図、図版19、炎22)

1!e上、炭化物屈の下府で検出されている。平面形は調査区コ ーナ一部のため不明である。カマド

は~f世にしっかりした粘土で構築され、燃焼却に土師総聾が支脚として使用されている。

表22 S 1 1022竪穴住居跡出土遺物 (郡29図、図版28)

~ 極 類 出土M位 切り厳 し 調 整 備 Y， K 

須 思 器 要不 唆 土 へフ切り 内面ナデ

2 須 恵 器 蓋 11 不 明 外面ナデ

3 赤 褐色土器聾 カマド支脚 糸切り

4 1/ Jg! 土 外商削り、内面カキ目 非叩き

5 刀 子 1/ 
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S 11023竪穴住居跡 (第28図、図版19)

S 11022と重複 し、それより古L、。平面形、規模、カマド等すべて不明である。

1 ( 3 ・~^^、 3 ( 3 -934) 

tl'¥31図 S K 1024土総滑出土遺物

表23 S K1024土器溜出土遺物(第31図、図版29)

I'b 種 類 出土居位 切り離し 調 整 備 考

1 赤褐色土器飢 思 土 糸切り

2 11 11 1/ 

3 1/ 11 1/ 

4 赤褐色土器杯 1/ 11 

5 11 11 1/ 

6 11 11 11 

S K 1025土犠 (第30図、図版20)

S 11021竪穴住居跡検出面上回で検出した長崎円形の土演で東西3.5m、南北1.5m、深さ20cm

を計る。埋土からは赤褐色土器片がわずかに出土している。

S K 1026土器溜め (第30図、図版20、表24)

S 11009竪穴住居跡の埋土上面で確認された長径 1m、短径70cm、深さ60cmの受精円形の土携

である。内部から20点、近くの完形の赤褐色土器杯 '1ID.が出土した。

表24 S KI026土器溜め出土遺物(第32図、図版29)

No. 種 類 出土問位 切り離し 調 整 備 考
1 赤縄色土器 埋 土 糸切り
2 11 11 11 

3 11 11 11 

4 11 11 11 

5 11 11 11 

6 1/ 11 11 

7 11 1/ 1/ 

8 11 11 11 

9 u 11 ，γ 

10 11 11 11 

11 11 11 11 

12 u 11 11 

13 11 11 11 

14 1/ 11 11 

15 M 11 11 

16 M 11 11 

17 11 11 11 

18 11 11 11 

19 u 1/ 11 

20 11 11 ~m芋IJ読不能
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~3:11χI S K 1027 JI:} i状j品川

S K 1027弁戸状遺稿 (都33凶、図版21、表25)

S B 1001建物跡*庇制り }Jと屯複し、これより古いものである。

k而では長f王4.5mの円形であるが、 約50cm掘り下げたところから東西約3m 、 ~1北約 4mの )j

形の平面形を呈する。深さ約 2mで底面となるが、底面中央やや北東寄りの位置に長佳50cm、深

さ1.1mの垂l百tc.ビγ トが掘り込まれている。南東コーナーにも北に傾斜した同織のヒ ットが認め

られる。

この上績の性絡については、井戸を掘るため掘り込まれた土嫡で、ビ ットは湧水を操るための試

掘孔と般測された。
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第35図 S K 1027出土遺物

表25 S KI027土演出土遺物 (第34・35図、図版30・31)

No. 種 類 出土層位 切り離 し 調 整 備 考
須 恵 器 事ド 埋 土 糸切り

2 1/ // へフ切り 底部ナデ

3 1/ 1/ 1/ 墨書判読不能

4 1/ // 1/ 1/ 

5 1/ 1/ 1/ 

6 須 恵 器 蓋 埋 土 不 明 外面回転削り 墨mr下J

-41-



7 須 恵 器 蓋 埋 土 不 明 外面回転削り 墨書 f南」ヵ
8 // 11 H 11 

9 赤褐色土器 " 糸切り 体部下端削り 墨書「量産Jヵ
10 " " 

11 一部体部下端削り

11 " 11 " 
12 " /1 11 

13 " 1/ " 
14 " 1/ H 一部体部下端削り

15 " 1/ H 

16 " 
11 H 

17 " " H 

18 事干 丸 瓦 1/ H 室直墾lime  

19 須 恵 器 壷 " 
タ~雪ト E凶耐i 用コカ事 キl'同u事 り

S K 1033土機 (第30図、図版15)

S 11∞9竪穴住居跡の埋土上面で確認された長径80cm、深さ35αηの土績である。

S X 1034土器溜め (第25図、 図版18、表26)

S 11020竪穴住居跡の埋土上面、住居南壁を覆う状態で検出した。掘り込みがなく、住居が埋まっ

た極地に土器を一括廃棄したものと考えられる。

土器は図示したものの他に酸化炎焼成、丸底、外面タタキ自の長胴賓が4個体分出土している。

S X 1035焼土遺構 (第2図、表26)

S 11∞6竪穴住居北で検出したカマド状の焼土遺構で、現在、検出しているいずれの住居跡にも

伴わないものである。周辺がまだ完全に調査が終了しておらず、さらに下層の竪穴住居跡に伴うこ

とが考えられる。

表26 SXI034土総溜 ・1035焼土遺構出土遺物 (第36図、図版31)

t-b 種 領 出土~位
1 赤褐色土器事事 S X 1034纏土

2 11 11 

3 赤錫色土器小形Jf 11 

4 須 恵 器 事干 S XI035煙土
5 赤褐色土器 ff 11 

モ工ヨ:-977)

モグ

X圭ヨー

切り離し 開

糸切り
1/ 

1/ 体部下半削り
ヘラ切り
糸切り 体部下端削り
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S 01029溝 (第2図)

間査区北東部SB鈎8B東門の南梁関西の柱によって切られ、南に伸びている幅 1m......1.5m、探

さ40αnの溝で、埋土には多量に焼土、炭化物が含まれている。

検出面が築地崩媛土と考えられる粘土層であり、SB998Bとは重複するがこの遺構群に含めた。

(0.灰黒(褐)色粘土盤地下層遺構〕

S GI031湿地の整地粘土層の下層に位置する遺構であるが、 一部削平のため層位的に不明ながら、

遺祖母との切り合いから本期に分類した。

S F l000A築地 (第2・8図、図版 3・9)

間査区南東部で検出した築地で、北東部の外郭東門付近では削平されたものか確認できなかった。

本築地は基底幅2.1m、遺存している高さ 1m......1.5mのSFI0∞B築地の西側、郭内側を一部締修、

機上げしたものと理解され、崩疲後(あるいは意識的にとり崩した後)にSGI031湿地とともに麓

地されているものと考えられた。

S 01030溝 (第2図)

S B998B東門、南梁問、商の掘り方より古いS01029と盤腹し、さらにこれより古い東西海で

ある。幅50αn......lm、深さは約40αn、西で北に約5度疲れている。

時期が異なるがSB998A東門の東西軸線から計ると約6mに溝の心心が位置することから、仮

にSFl∞OA・8築地に伴う東門もほぼ同位置にあったとすれば、東門から政庁にいたる道路の南

側溝の可能性も考えられる。

S Gl031湿地 (第2・37図、図版22)

閥査南東部の低地で検出したスクモの准積する湿地である。スクモは最深部で約1.5mの厚さで、

砂層、粘土居と互層状になって堆積しており 、南 ・西から流れ込んだ状態である。スクモを詳細に

観察すると加工材の削り騎や籾般、暁けた籾などが多量に認められることから人為的に廃棄された

植物質がスクモ化したものと判断された。また、スクモはSFlOOOB築地崩袋土上、SFl(削A築地

刷き護士(整地粕土)下に位置しており、 SFlooOA築地の存続期間内に堆積したものと理解された。

スクモと砂層 ・粘土居の互層状の地積層からは多量の木製品(斎申、刺噂、絵馬、舟形木製品、

琴柱、幽物、挽物皿 ・椀、漆塗大皿、 格扇、下駄、横槌、鋤、鍬など)の木製品の他、獣骨、冠の

断片、多量の須恵音量亦、瓦、 200点を越える木筒、漆紙文oなどが出土した。

スクモを掘り下げると灰背色砂となるが、この層にも加工材、瓦などが含まれており、現地表か

ら約6m掘り込んでも底面にいたらず、来年度、再調査することとして、調査を終了した。

したがって、本年度の報告は、遺物についてはSGI031湿地の整地粘土層までとし、スクモ以下

については来年度調査分と一括して報告する予定で、一部のみ記敏した。

(その他の遺構〕

S A 1032柱列 (第8図、図版3)
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築地倒痩土上で2個の柱掘り方を検出しているが、現在、明確にどの時期に伴うか判断できず、

また、建物跡になる可能性もあり、再調査の予定である。

掘り方は 1辺約50αnの方形で、直径約20αnの柱痕跡が東西2.1mの間隔で確認された。

S DI028溝 (第8図)

S FI0∞A ・ 8築地の東で検出した幅1.5m~2 mの穏で閉口していた部分に築地崩療土が入り

込んでいるものか、崩綾土を掘り込んでいるものか不明で、時期別に区分することができなかった。

3)各層位と出土遺物

調査地は現況では元小学校のグラウンドであることから、標高約45mの平坦地とな っており、東

側が約6mの落差の急傾斜面の地形である。

調査の結果、平坦面は昭和15年のグラウソド造成によってできたもので、造成以前は南東方向に

低い段々畑であったことが判明し、沢状の地形をなしていたものと考えられた。

古代においてもこの沢状の地形に外郭遺構が構築されており、 SFI0∞B築地の構築面と S8998 

A.8外郭東門の術祭面との比高差は約4.2mとなっており、門の存在を強闘するような地形である。

沢状の地形であることから当然、雨水や土砂の流入があり、築地を維持する上で排水の施設が必

要であったものと考えられる。SG 1031湿地のスクモは排水の不良になった段階で人為的に廃棄さ

れた植物質のものが堆積し形成されたものと考えられる。

このような地形のため、幾度か古代においても整地がなされ、 SFH削 A築地樹綾後の粘土整地と

その後の貰褐色砂による1.5m~ 2mの整地がその大きなものと言える。 それでも北 ・ 西側との差は

約2mあり、 この状態て帽和15年まで畑地として使用され、グラウソド造成によって平智也となっている。

このため、調査地南東地区は堆積層が約 6m以上と摩く 、しかも複維であるが、土婦の遺存状況

が良く、この地区の層位を中心に遺構との関係を上層から順序に整理し、各層の出土遺物について

ふれたい。

①グラウソド造成土は南東地区で厚く約 2m、北西地区では約10cmと薄い。

②旧耕作土は昭和15年までの耕作土で近世以降の磁器片などが出土している。

①貰褐色砂崩からは古代の層である。 SB999建物跡の構築面でSD993~996締もこの面で検出し

ている。 SB 1001建物跡、 SA997A材木塀(柱列塀)柱や材の抜き取りもこの面からと考えられ

る。 古代の整地隔で南京地区を中心に厚さ1.5m~2 mを計る。

@褐色砂崩⑤暗褐色砂層はSGI031湿地の北・西地区で認められる赤褐色土器の遺物包含婦である。

@赤褐色粘土層は S81001建物跡付近のみに認められるもので、 S81001構築に伴うものと考えら

れる。

①焼土 ・炭化物層は調査区中央から南半にかけて全面的に認められるもので赤褐色土器を多量に含

んでいる。 S81∞1建物跡はこの面で確認している。SA997A布掘り潟、 S8998A東門もこの層

の堆積後に構築されたものと考えられる。
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@黒色砂層⑨灰褐色砂層はSG1031湿地の傾斜面にのみ認められる土胞で自然堆積層と考えられる。

⑪褐色砂層@暗褐色砂崩@灰貰褐色砂層はS11∞2-1023竪穴住居跡の検出面で、 SG1031湿地の

傾斜面で消失している。@暗褐色砂層からは大帳案様漆紙文書が出土した。

⑬赤褐色粕土胞はSA997B布掘り溝の掘り込み面で、外郭周辺部のみの堆積層である。@灰黒

(褐)色粘土層と基本的に同じ土層と考えられる。@灰黒 (褐)色お土層は SG1031湿地のスクモ

堆積を覆う状態で検出した土屈でSA997B布掘り溝付近まで認められる。SG 1031湿地の整地と

SA997B布掘り締僻築のための一連の事業に伴う土居と考えられる。

以上がSG1031湿地スクモの上層の基本的層位であるが、スクモ以下は来年度の調査で明確にし

てゆく予定であり、本報告では割愛した。

-出土遺物

①グラウンド造成土②旧耕作土出土遺物および表採 (第38図、図版32)

1-9は須恐保・で 1-3は糸切り無調整の杯、 4-6、8はへラ切り無制盤の界、 7、9は蓋で、

7は泊部にナデ、 9はケズリ調整がある。10-13は赤褐色土骨量で10は体部下端にケズリ閥整、11-

13は無調整である。14は内黒土師緑台付綜である。豊容は 1が 「工」、2が 「其J、3が「叶」 、

4が 「佐」、6が 「刑三J、7が 「豊J、11が「厨Jで、他は判読不能である。

①貧褐色砂層出土遺物 (第39図、図版32・33)

1 は須r.!!~普賢の体部を利用した転用硯、 2-5 は赤褐色土器亦で 2 - 4 は糸切り無関盤、 6.主面

斗瓦、 Hま片手の鉄鍋である。2には内面に多量の漆が付着、 4は 「口問J、5は 「鍛」の墨$が

ある。

@褐色砂層出土遺物 (第40・41・42、図版33・34・35)

1-16は須恵器亦で底部のあるものはいずれもへラ切りで、 3がナデを施している他は無調整であ

る。17-31は赤褐色土器・亦で鹿部のあるものはし、ずれも無調整である。32は須恵語大型、 33は須恵

器鉢で外面手持ちケズリで砂底である。34は馬具、35-39、42は鉄鉄、 40は刀子、 41は釘、 43は銅

製飾金具、 44は石匙である。墨曹は 3が「十人」、 4が「官」、5が 「五月J、13が 「今」 、14が

「浄」力、15が 「今」ヵ、 16が「月佐賀J、24が「王Jヵ、 25が「政J、31が「千」で他は判読不能

である。

⑤暗褐色砂層出土遺物 (郷42図、図版36)

45-47は須恕賠台付杯、芥でへラ切り、 45は体部下端にケズリ調整があり硯に転用している。46

は底部にケズリ調整があり紡錘取に転用している。49-60は赤褐色土器亦 ・皿で糸切り無調整、 61

は釘、 62は鉄製の尾錠である。47は墨書があるが判読不能、 49は底部に穿孔がなされている。

@赤褐色粘土層出土遺物 (第43図、図版36)

1、2はいずれも須恵器掠で、 Hま糸切りで内外面にナデ、 2はへラ切り無調整である。

⑦焼土・炭化物層出土遺物 (第43・44・45図、図版36・37・38・39)
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3-9は須恵告号事事 ・葦 ・台付亦で、 5、9は糸切り、 7はケズリのため切り離 し不明、他はへラ

切りである。10-45は赤褐色土器亦、台付界、台付椀で底部のあるものは、 42が切り離し:不明であ

るが他は糸切り無調整である。46は内黒土師器台付椀、 47、48が灰粕陶器皿、 49は白磁碗、 50はへ

ラ切りの須恵器輩、51は風字硯、52は赤褐色土器三足付鉢、54は鍍金のある銅製鈴、 55は砥石であ

る。盤聾は 3が「山」 、8が「回人Jヵ、24が「仁」 、27が 「大」ヵ、 29が 「古」ヵ 、30が 「出」ヵ 、

35が 「仁Jヵ、38が 「真Jヵ、 45が「騎」、50が 「方中口jで他は判読不明である。 7は内面を硯に

転用している。

@黒色砂層出土遺物 (第45園、図版39)

56-58は須恵器杯、台付界で、 57は糸切り 、59、60は赤褐色土紫亦で糸切り無調整、 61は砥石で

ある。56は 「神」、57は 「今」の畿岱がある。

⑤灰縄色砂層出土遺物 (第46図、図版39・40)

1-4は須恵器で 1、2は察、 3~まへラ切り 、 肩部をナデている蓋、 4 は外面一部に叩きがあり 、

内面、底部をナデている長顕班、 5-10は赤褐色土器苦界で5-7は糸切り無調整、 11は万、 12は砥

石である。墨書は 1、2が 「今J、3が 「山Jヵ、 8が 「大j、9が 「河郡J、10は判読不能であ

る。3は内面を硯に転用している。

⑮褐色砂層出土遺物 (第47・48図、図版40・41・42)

1 -20は須恵器で、 1-13は亦、 14は蓋、 15は長顕瓶(花瓶)、16は小型査、 17-20は台付亦で

ある。 1、10、15、19は糸切り、14は切り緩し不明、他はへラ切りで、2は底部をナデている。21

-29、31-38は赤褐色土器亦で、 21が体部下端をケズリ調整している他は底部のあるものはすべて

- 48-
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部45図 ⑦焼土 ・炭化物}百

59( 4一124) ③J虫色砂層出土遺物

琵で体部下端にケズリ調整がある。41はへラ切りの須忠告告書不を転用した紡錘車、 42.......47は鉄鍬であ

る。

盤容は 3が 「十二」、 5が 「政所」ヵ、 6が 「三」 、12が 「花J、29が 「手Jヵ、 31が 「権自」、

33が「日女」ヵ、 37が記号、38か 「間」 、他は判読不明である。14、28は内面を、 20は体部下端を

打ち欠き外面底部を硯に転用している。

@暗褐色砂層出土遺物 (第49・50図、図版42・0 ・44)

1 .......21、39は須恵器で、 1.......7、9.......13は亦、 14は合子、 15.......18、20は台付亦、 8、19、21は蓋、

39は聾で、 7、20は糸切り、 8、11、14、19、21は切り離し不明、他はへラ切りである。14は体部

下端、底部をケズリ調整、 19は肩部にナデ、 21は肩部にケズリ調整がある。22は4ケ所に透しの付

く円面現である。

23.......38は赤褐色土器で23.......34、36は杯、35が費、 37、38が台付亦である。杯、台付拝は24、25、

31が体部下端にケズリ調整があるのと26が静止糸切りである他は糸切り無調整である。40は土錘、

41、42は砥石で41は5面、 42は4面に使用痕がある。
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f十J、19が 「厨J、31が 「悶川」、32が 「佐J、34が「一J、35が 「酒」ヵ 、36が 「所」 、37が

「厨」 、38が 「申」で他は判読不明である。 5、39は内面を、 20は体部下端を打ち欠き外面底部を
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硯に転用 している。

⑬灰黄褐色砂層出土遺物(第51図、図版44)

1--7は須忠告告で1が台付亦、2--6が界、7が蓋で、 1--5はへラ切り無関整である。 8--13 

は赤褐色土提杯で 9、10が体部下端にケズリ調整がある他は糸切り無調整である。

は3が 「大」、4が「十」 、5が「自jヵ、9が 「客厨J、11が 「道」、13が 「方Jヵで他は

判読不明である。8は内面に漆膜が付着している。

⑬赤褐色粘土層出土遺物 (第51図、図版44)

14--17はへラ切り無調整の須忠告告で14--16は係、 17は台付芥である。 は14が 「仁J、15が

「太」、16、17が「佐Jである。

⑪灰黒 (褐)色粘土届出土遺物 (第52図、図版45)

1 --18は須恐慌でで 1--13は亦、 14........16が蓋17、18が長顕瓶である。亦は11が糸切り無調整、 6

が手持ちケズリで切り離し不明な他はへラ切りで、5、13が底部にナデ、 10が内面にナデを行って

おり、他は無制整である。謹は14が肩部にケズリ調整、16が周部にナデを施しており切り離し不明

である。 17はへラ 切りで体部下半外面はケズリ調整、内面は横位にカキ自を波状に施している。

19--22は糸切りの赤褐色土器亦で19........21は体部下端にケズリ調整があるが、22は無調整である。

23は丸瓦を転用した紡錘車である。

墨聾は11が 「木」ヵ、13が 「山J、14が「口成」 、22が 「厨」で他は判読不明である。

14--16は内面を硯に転用している。

4)まとめ

(1)外郭東門について

調査区北東部で検出したSB998A • B建物跡は、南梁問中央にSA997A・8布掘り稗がとりつ

くこと、平面規模が梁間(東西) 2問、桁行(南北) 3聞で、梁間が2.7m(約 9尺)等問、桁行

が中央聞が 3m (約10尺)、両脇聞が2.7m(約9尺)であること、また、掘 り方規模も SB998A 

で直径1.5m、深さ約1.5m、SB998Bで直径約3m、深さ約1.7mと綴棋の大きいものであること

から束外郭(材木塀の時期)に伴う三間一戸の掘立柱式八脚門 ・外郭東門と考えて問題はないとこ

ろである。

これ以前の築地塀に伴う外郭東門跡はSB998Bの巨大な掘り方によ って全面的に破袋されたも

のと考えられるが、位置的に北 ・東にズレている可能性もあることから、今後、周辺の開査を突施

し、明確にしてゆく必要がある。

(2)東外郭の梅造 ・変遷と遇制暗の時期区分について

東外郭の構造と変遣はこれまでの調査結果と同様で、大きくは築地場二時期 (SFI0∞A. B) 

と築地塀崩宅建後の布鋸り締を伴う材木塀ニ時期 (SA997 A • B)の3十四時期の変遷が考えられ、

築地塀から材木燐への俗造的変化があった時期はSG 1031湿地の整地 ・@灰黒 (褐)色粘土陪の堆
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積時期に求められる。

検出した建物跡、竪穴住居跡等の主な遺織を外郭の変遷期別に整理する と、SA997A期に伴う

遺備としては S8998A東門、 S81∞1建物跡、 SA9978期に伴う遺締としては S8998B東門と

S 1 1∞2.......1021聾穴住居跡がある。S0993---的6務と S8鈎9建物跡はSA997A、S81∞1の材や

柱が彼き取られた後の遺構で、この時期の外郭の遺構については不明である。

S F10∞A期には SG1031湿地のスクモが形成され、このスクモ内からは延暦十年 (791)、同

十三年 (794)の紀年銘のある木簡が出土 しており、 SG 1031湿地の盤地は木簡の年代だけから判

断すると 8世紀末以降の時期が考えられる。他に、 SF1∞OA期、 B期に伴う遺構については今次

の調査では外郭東門から政庁に至る道路跡の南側溝と考えられる S01030碑以外、明確にすること

ができなかったが、S81001建物跡や竪穴住居跡の下陪になお焼土居や包合同が認められ遺構の存

在が予想される。下層の捌査は来年度に実施の予定である。

(3)出土遺物と主な層位と遺構の年代について

出土遺物のうち、旅形土器を中心に主な土居の出土状況から、遺構の年代をみてみると以下のよ

うになる。

a.①焼土 ・炭化物帰からは赤褐色土器A (回転糸切り ・無調整)が特に多量に出土しており、

界、台付亦、皿形土器・の約90%近くがこの赤褐色土器Aによって占められている。赤褐色土器A

(註 1)については県内の編年的位置づけが明確になってはいないのが現状であるが、払問槻跡出

土の嘉祥ニ年 (849)の木簡に伴う土器(註2) (赤褐色土器8)よりも後出で、大きく 9世紀後

半を中心とする時期と考えられる。 したがって⑦焼土 ・炭化物屈を掘り込んで構築されている S8

1∞1建物跡とこれに伴う外郭施設、 S8998A東門跡、 SA997A布掘り満も 9世紀後半以降の時期

と考えられる。

b. S G1031湿地の整地層と考えられる@灰黒(褐)色粘土居については前述のように下層のス

クモ内から出土する亦、台付亦を見ると、須恵器は回転へラ切り 、糸切りの両者が認められるが、

その比率はが~9 : 1とへラ切りがほとんどであり 、ケズリ網整のあるものもわずかに認められる。

また、赤褐色土総では赤褐色土紫Aとケズリ調整のある赤褐色土罷Bがほぼ同比8で出土している。

須恵器と赤褐色土器~A ' B合計の比率は約 7: 3と須恵器が圧倒的に多く、①焼土 ・炭化物層の出

土比率と完全に逆転し、土骨量の出土状況に明確な相違が認められ、その様相も@灰黒(褐)色粘土

層が明らかに古い傾向を示している。

その様相としては須恵器へラ切り、無調整の亦が主体を占めていること、赤褐色土器内における

ケズリ調整のある Bタイ プの占める割合が比較的大きいなどの傾向があげられる。

前述のように赤褐色慾Bは9世紀前半に位置づけられる土器と考えられている。また、須恵器の

へラ切りから糸切りへの主要な変化は東北地方では 9世紀後半噴と指摘されており (註3)へラ切

りを主体とする整地層の須恵器亦はこれ以前に位置づけられるものと考えられる。
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したがって、この整地層と同時期に構築された外郭施設S89988東門跡、 SA9978布掘り稗の

年代については、スクモ出土木簡からは8世紀末以降、整地層出土土器からは 9世紀前半の時期が

考えられる。

以上(I}吋3)と第54次調査の結果についてまとめてきたが、 SGI031湿地のスクモ以下の遺様、遺

物については来年度の調査結果とあわせて報告する予定である。スクモ内出上の2∞点を越す木簡

についても現在、整理 ・解説中であり、来年度の報告となる。

また、出羽国大帳案様文8と考えられる漆紙文書が出土し、秋田滅が国府として機能していた時

期のあったことを示す有力な資料を本次の調査で得ることができたが、これについては付窓で、国

立歴史民俗博物館平川南助教授に詳しく検討いただいている。

註1. 赤褐色上骨量A.8の分顛については、酸化炎焼成、非内品、 ロクロからの切り厳しが回転、

静止糸切りのものを赤褐色土器とし、底部付近にへラケズリ鯛整を施すものをB、無調整の

ものをAとしている。

秋田波跡昭和50年度発掘調査概報秋田布教育委員会 1975 

註2. 払図繍跡昭和50年度発掘調査概報秩田県教育委員会 1975 

註3. 岡図茂弘 ・桑原滋郎、 「多賀城周辺における古代亦形土器の変遷J

宮媛県多賀城跡開査研究所 『研究紀要 1J 1975 
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III 調査成果の普及と関連研究活動

1 ) 講演会等への協力

4月--3月 小松正夫大内町史編纂執筆委員

5月27・28日 事務所員秋田市制百周年事業(於第54次調査現場)

「秩回放跡発掘体験学習J

9月28日

1月27日

小松正夫秋回市社会科研究会(於秋田市山王中学校)

「秋図披と東北古代波衝について」

小訟正夫 仁賀保町『歴史講座J (仁賀保町勤労青少年セ γター)

「史跡秩図城跡ー第54次発掘調査の成果と漆紙文徳J

2) 研究会等の発表と参加

8月24・25日 小松正夫第2回東山道サミッ ト(長野県上回町)

「出羽国北半における東山道との関連について」

10月30・1日 日野 久東北史学会 ・秋回大学史学会合同大会 (於秋田大学 ・八郎潟ハイツ)

「寺内焼窯跡発掘調査についてJ

11月21・22日 訟下秀博整備担当者会議出席(三重県斎宮町)

2月17・18日 事務所員第16回古代披栂官街遺跡検討会 (秩図市)

「秋田城跡第54次調査の成果についてJ 日野 久

「秋田波跡発掘調査の成果と変遷についてJ 小松正夫

3月10・11日 日野久秋図県埋蔵文化財発掘調査報告会(秋田県立縛物館)

「秋田波跡第54次発掘調査について」
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一
竹

戸
若
干
寡
締

戸
若
干
謀

(略
)

ロ
若
干
入
不
謀



ロ
若
干
見
在

(略
)

去
年
・
帳
後
己
来
新
附
ロ
若
干

ロ
若
干
不
謀

ロ
若
干
男

ロ
若
干
入
位
巳
上

ロ
若
干
者
老

ロ
若
干
・小子
特
什
討
結
特

ロ
若
干
篤
装

ロ
若
干
癒
疾

(
下
略
)

/J、
子
年年
十十
プt七
若干守
二f-f

は
本
文

の

ーー、
ロ

{託1:1仁l

rl l~ 小

子年
ト
ヒ

年
十
六

」
の
部
分
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

大
帳
式
は
各
郡
ご
と
と
画
全
体
の
総
計
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

本
文

の
小
子
の
ロ
教
の
少
な
さ
か
ら
い
え
ば
、
各
都
ご
と
の
集
計
の
う
ち

の
「
去
年
帳
後
巴
来
新
附
」
の
部
分
に
骸
当
し
よ
う
か
。

こ
の
小
子
の
年
齢
に
つ
い
て
、

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
(
七
五
五
)

四
月
辛
巴

(
四
日
)
条
に
よ
れ
ば
、
中
男
が
従
来
の
十
七
歳
か
ら
十
八
歳
に
新

た
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
に
伴
い
、
小
子
は
大
宝

・
養
老
両
令
に
お
い
て
四
歳

J
十
六
歳
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
四
歳
J
十
乞
殺
に
改
定
さ
れ
た
。

本
文

に
お
い
て
、
と
く
に
十
七

・
十
六
歳
の
小
子
の
み
年
齢
別
口
数
が
記
披

さ
れ
て
い
る
の
は
、
彼
ら
が
進
丁

(進
中
男
)
直
前
で
、
そ
の
口
数
の
動
向
は

国
家
に
と

っ
て
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

「
伍
」
の
内

訳
が
「
煎
」
と
「
笠
」
で
合
計
数
が
合
わ
な
い
が
、

「査
」
の
右
肩
の
黒
点
が

そ
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
を
示
す
校
合
を
行
っ
た
痕
跡
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
て
、
本
文
書
は
わ
ず
か
数
行
の
断
簡
で
あ
る
が

-3-

『
延
喜
主
計
式
』
に
み
え
る
大
帳
式
に
該
当
す
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
大
帳
式
を
参
照
す
れ
ば
、

「
口
伍
小
子
」
の
前
二
行
は

一
段
下
げ
て
記

較
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
内
訳
は
香
老
の
部
分
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
巻
老
は
大
宝

・
養
老
両
令
に
よ
れ
ば
、
老
(
六
一

J
六
五
歳
)
、
者

二ハ

六
歳
以
上
)
と
規
定
さ
れ
て
い
る
〔
天
平
宝
字
二
年
に
は
老

(六

O
J六
四
歳
)
、

者

(六
五
歳
以
上
)
に
改
定
〕。

し
た
が

っ
て
本
文

の
内
訳
は
老
と
鵬
首
の
そ

れ
ぞ
れ
の
口
数
を
記
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

参
考
ま
で
に
、
小
子
お
よ
び
者
老
の
内
訳
に
つ
い
て
、
平
安
末
期
の
史
料
で

あ
る
が
、
九
銭
家
冊
子
本
中
右
記
の
喪
文

と
し
て
知
ら
れ
る
保
安
元
年
(
一

一一一

O
年
)
の
接
部
国
大
計
帳
案
の
骸
当
部
分
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
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た
だ
し
、
県
津
国
大
計
帳
案
は
延
喜
式
の
大
帳
式
と
異
な
る
記
載
が
多
い
こ

と
か
ら
判
断
し
て
参
考
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
延
喜
式
の
大

帳
式
に
基
本
的
に
拠

っ
て
お
き
た
い
。

つ
ぎ
に
、
正
倉
院
文

中
に
京
進
さ
れ
た
阿
波
国
計
帳
(
大
帳
)
と
よ
ば
れ

る
統
計
文
書
の

一
部
が
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文

は

『
延
喜
主
計
式
』
の
大

帳
式
の
実
例
と
い
え
る
も
の
で
、
位
也
元
年
{
ヒ

一
五
)
J天
平
十
二
年
(
ヒ

四

O
)
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

文
字
の
大
き
さ
お
よ
び
行
間
(
約

一
・
七

m
)
、
数
字
の
大
字
使
用
な
ど
、

今
回
の
文

と
き
わ
め
て
額
似
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
阿
波
園
大
帳
を
用
い
て
、

本
文
内
の
遺
存
状
況
を
推
定
径
約
十
八

m
と
仮
定
し
て
復
原
す
る
と
、
下
記
の

よ
う
に
な
ろ
う
。

目
、
計
帳
制
度
の
概
要

計
帳
制
度
に
つ
い
て
鎌
田
元

一
氏
の
代
表
的
な
見
解
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
よ
う

(「
計
帳
制
度
試
論
」

『
史
林
』
第
五
五
巻
第
五
号
一
九
七
二
年
九
月
)
。

鎌
田
説
の
大
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る。

①

「
大
帳
」
と
「
計
帳
」
は
「
目
録
」
と
「
腔
名
」
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
総
体

と
し
て
の
同

一
興
態
を
指
す
別
称
で
あ
る
こ
と
。
各
種
計
帳
様
文

の
現
存

す
る
神
亀
・

天
平
年
間
以
降
の
計
帳
制
度
が
基
本
的
に
そ
の
二
種
の
文
書
を

一
組
と
し
て
京
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

①
計
帳
制
度
は
奨
老
元
信
干
の

「
大
計
帳
式
」
の
頒
下
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
も

O
阿
波
闘
計
帳
叫
耐
除
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の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
計
帳
制
度
が
単
に

「
目
録
」
の
み
を
作
成

・
京
進

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
に
対
し
、
こ
の
時
点
で
始
め
て

「
歴
名
」
が
作
成
さ

れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
鎌
図
説
に
対
し
て
反
論
も
多
く
提
出
さ
れ
、
な
か
で
も
杉
本

一
樹
氏
の
見
解
は
鎌
田
説
の
矛
盾
を
鋭
く
指
摘
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
で
あ

ろ
う
(
「

『
計
帳
匿
名
』
の
京
進
に
つ
い
て
」

『
奈
良
古
代
史
論
集
』
第

一
集

一
九
八
五
年
五
月
)。

鎌
田
説
の
立
論
の
中
心
を
な
す
養
老
元
年
制
の
評
価
は
、
鎌
田
説
以
前
の
通

説
の
ご
と
く
大
計
帳
式
を
目
録
の

式
整
備
と
み
る
こ
と
は
極
め
て
自
然
で
、

あ
え
て
歴
名
の
京
進
を
想
定
す
る
必
要
は
全
く
な
い
。
ま
た
正
倉
院
文
書
の
計

帳
緩
文
書
や
大
宝
戸
令
造
計
帳
条
に
お
け
る
歴
名
京
進
規
定
の
不
存
在
な
ど
の

検
討
か
ら
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。

八
世
紀
中
葉
の
計
帳
は
本
来
の
俊
能
か
ら
し
て
毎
年
送
進
さ
れ
る
と
こ
ろ
に

意
嶋
崎
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
畿
内
か
ら
は
目
録
と
歴
名
が
進
官
さ
れ
、
畿

外
か
ら
は
目
録
の
み
が
京
進
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
計
帳
は

一
一
回
毎
の
戸
数、

口
数
に
関
す
る
統
計
的
文

(
「
目
録
」
)
と
戸
口
腔
名
文
書
(
「
歴
名
」
)
と
の
両
者
か
ら
成
り
立
つ
も

の
で
あ
る
。

五
、
む
す
び

本
文

断
簡
に

つ
い
て
、
そ
の
特
色
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
階
自
体
で
、
数
字
は
大
字
で
あ
る
。

②
わ
ず
か
五
行
十
七
文
字
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
が
、

一
文
字
の
大
き
さ
が

七
J
八

m
程
度
の
小
さ
な
文
字
、

口
敏
を
列
記
し
た
書
式
は
統
計
的
文
書
と

判
断
し
て
よ
い。

①
小
子
の
内
訳
「
年
十
七
」

「
年
十
六
」
の
記
載
は
、
延
喜
主
計
式
に
み
え
る

大
帳
式
に
類
似
す
る
。

@
小
子
の
計
「
伍
」
に
対
し
て
、
そ
の
内
訳
が
「
煎
年
十
ヒ
」
と

「笠
年
十
六
」

「
笠
」
の
右
周
に
校
合
と
思
わ
れ
る
黒
点
が
存
在
す
る
。

こ
の
事
実
か
ら
、
本
文
書
が
国
府
作
成
の
大
帳
の
案
文
と
判
断
で
き
る
で
あ

で
は
合
わ
な
い
が
、

ろ
う
。

- 6-

⑤
小
子
が
天
平
宝
字
元
年
四
月
、
従
前
の
十
六
歳
か
ら
十
七
歳
に
延
長
さ
れ
た

と
と
か
ら
、
本
文

の
年
代
は
天
平
宝
字
元
年
四
月
以
降
の
も
の
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

以
上
の
点
を
総
合
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
き
わ
め
て
小
断
片
で
本
文
自
の
性

絡
を
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、

一
応
、
現
段
階
で
は

「
{
出
羽
同
)

大
帳
案
」
様
文

と
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。



図版 1 上 ・漆紙文書出土状況
中 ・下 ・漆紙文書 (中 ・文字面)



図版 2 上 ・漆紙文書(赤外線テレビカメラ =:!&焼き )
下 ・漆紙文書(亦外線テレビカメ ラ部分写真=長焼き)
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